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〔令和４年度 外来機能報告〕　医療資源を重点的に活用する外来の実施状況

【参考】紹介・逆紹介の状況（令和４年７月）

紹介受診重点医療機関の基準 40.0% 25.0%

和歌山県平均 39.0% 25.4% 32.5% 38.2%

紀和病院 〇 2,533 1,487 58.7% 12,872 11,747 91.3% 152 38 25.0% 85 55.9%

橋本市民病院 調整中 12,546 5,024 40.0% 94,181 25,978 27.6% 1,012 344 34.0% 580 57.3%

山本病院 3,297 593 18.0% 22,451 2,600 11.6% 232 24 10.3% 54 23.3%

県立医科大学附属病院紀北分院 3,338 893 26.8% 49,238 4,078 8.3% 302 145 48.0% 157 52.0%

岡田整形外科 4,589 356 7.8% 21,421 413 1.9% 0 0 0.0% 0 0.0%

奥村マタニティクリニック 1,601 143 8.9% 4,095 327 8.0% 166 0 0.0% 0 0.0%

梅本診療所 779 79 10.1% 10,152 413 4.1% 0 0 0.0% 0 0.0%

高野山総合診療所 870 87 10.0% 13,333 1,033 7.7% 0 0 0.0% 0 0.0%
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〔令和４年度 外来機能報告〕　高額な医療機器を所有する病院・有床診療所

病院 有床診療所

64列以上 橋本市民病院、紀和病院

16列以上64列未満 橋本市民病院、山本病院、県立医大紀北分院

16列未満 高野山総合診療所

紀和病院

橋本市民病院、県立医大紀北分院

橋本市民病院（２台）、山本病院、県立医大紀北分院

橋本市民病院

橋本医療圏

CT

マルチ

スライス

CT

その他CT

MRI

3ステラ以上

1.5ステラ以上3ステラ未満

1.5ステラ未満

サイバーナイフ

強度変調放射線治療器（IMRT）

遠隔操作式密封小線源治療装置（RALS）

内視鏡手術用支援機器（ダヴィンチ）

血管連続撮影装置

SPECT

PET

PETCT

PETMRI

ガンマナイフ
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紹介受診重点医療機関となる意向あり 紹介受診重点医療機関となる意向なし

基準を
満たす

紀和病院、橋本市民病院（調整中）

特別な事情がない限り、紹介受診重点医療機関となる
ことが想定される
⇒「意向」と「協議の場の結論」が合致すれば、
県から紹介受診重点医療機関として公表

当該医療機関の意向が第一であることを踏まえつつ、
地域の医療提供体制について協議
⇒「意向」と「協議の場の結論」が合致すれば、
紹介受診重点医療機関にはならない

基準を
満たさない

紹介率・逆紹介率等を活用しながら協議

⇒「意向」と「協議の場の結論」が合致すれば、
基準を満たす蓋然性やスケジュールについて再説明

その他の病院・有床診療所

（ 協議なし ）

基準：初診に占める重点外来の割合が40%以上 かつ 再診に占める重点外来の割合25%以上

紹介受診重点医療機関となった場合

・県から医療機関へ、公表日等について事前通知
・厚労省や県ホームページ等で、紹介受診重点医療機関の一覧を公表（翌月１日付）

➢ 診療報酬等の取扱い

紹介受診重点医療機関入院診療加算、連携強化診療情報提供料 ・・・ 公表日から算定可能

紹介状なしで受診する場合の定額負担の徴収 ・・・ 公表日から６か月以内に請求開始

（※一般病床200床以上）

（※一般病床200床以上）

（注）算定要件の詳細等は、近畿厚生局にご確認ください
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初診に占める
重点外来の割合

再診に占める
重点外来の割合 備考

紹介受診重点医療機関の基準 ４０．０％ ２５．０％

橋本市民病院 ４０．０％ ２７．６％ 調整中

紀和病院 ５８．７％ ９１．３％

県立医科大学病院紀北分院 ２６．８％ ８．３％

山本病院 １８．０％ １１．６％

かつ

紹介受診重点
医療機関

地域における患者の流れを円滑にするため、
紹介患者への外来を基本とし、重点外来を基
幹的に担う医療機関を明確化

患者にとって
分かりやすく
位置づけ

特定機能病院 高度の医療の提供、高度の医療技術の開発及
び高度の医療に関する研修を実施する能力等
を備えた病院 医療施設機能

体系化の一環地域医療支援
病院

紹介患者への医療提供、医療機器の共同利用、
救急医療の提供、地域の医療従事者に対する
研修を行い、かかりつけ医等を支援する病院

【参考】地域医療支援病院との関係

役割は一部重複するが、制度の趣旨は異なる。
特定機能病院や地域医療支援病院が、紹介受診重点医療機関になることも有り。5
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【紹介受診重点外来の基準と医療機関の意向の考え方】

「紹介受診重点外来の基準を満たす×意向あり」の場合

・ 特別な事情がない限り、紹介受診重点医療機関となることが想定される。

「紹介受診重点外来の基準を満たす×意向なし」の場合

・ 当該医療機関の意向が第一であることを踏まえつつ、当該地域の医療提供体制のあり方を協議の上、２回目の協議に改めて意向を確認する。

「紹介受診重点外来の基準を満たさない×意向あり」の場合

・ 紹介受診重点外来に関する基準に加え、紹介率・逆紹介率等を活用して協議を行う。

１

２

３

外来機能報告制度を活用した紹介受診重点医療機関に係る協議の進め方
意向あり

▪ 紹介受診重点医療機関
＊「外来医療に係る協議の場」での確認

意向なし

▪ 「外来医療に係る協議の場」での協議
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▪ 「外来医療に係る協議の場」での協議

「外来医療に係る協議の場」での協議

地域性や医療機関の特性等を考慮して
協議（１回目） 協議を再度実施（２回目）

医療機関の意向と異なる結論
となった場合

１ ２

３

（参考）「外来機能報告等に関するガイドライン」 1

別紙

協議フローについて

（参考）「外来機能報告等に関するガイドライン」

協議の場での再協議が求められる

紹介受診重点外来の

基準*1確認
紹介受診重点医療機関

における意向の確認 結論 方向性

協議の場（２回目）

報告対象医療

機関

基準を満たす

基準を満たさ

ない

医療機関の意向
あり

医療機関に意向
なし

医療機関の意向
あり＊2

医療機関に意向
なし

相違なし

相違あり

相違なし

相違あり

相違なし

相違あり

紹介受診重点医療機関とな
ることを確認

再協議

紹介受診重点医療機関にな
らないことを確認

再協議

紹介受診重点医療機関となるこ

とを確認・再度の説明＊3を要求

再協議

対象外

紹介受診重点医療機関とな
ることを確認

紹介受診重点医療機関にな
らないことを確認

紹介受診重点医療機関とな
ることを確認

対象外

紹介受診重点医療機関にな
らないことを確認

１

２

３

協議の場（1回目）
結論・方向性

紹介受診重点医療機関となるこ

とを確認・再度の説明＊3を要求

2

＊1 紹介受診重点外来の基準：
・初診基準：40％以上（初診の外来件数のうち「医療資源を重点的に活用する外来」の件数の占める割合）
・再診基準：25％以上（再診の外来件数のうち「医療資源を重点的に活用する外来」の件数の占める割合）

＊2 紹介率50%以上かつ逆紹介率40%以上を参考の水準とする。
＊3 基準の達成に向けたスケジュール等を書面又は口頭で説明を求め、その内容を公表する。
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令和５年度 外来機能報告

９月下旬 案内資料を郵送（病床・外来機能報告事務局→医療機関）

１０月～１１月 報告期間（医療機関がG-MIS入力）
「外来機能報告様式１」は10月１日～11月30日
「外来機能報告様式２」は11月１日～11月30日

１２月～ 事務局及び県による内容確認・疑義照会

２月～３月 地域医療構想調整会議において、
紹介受診重点医療機関に関する協議

今後のスケジュール（予定）

令和５年度からの変更点

紹介率及び逆紹介率の報告対象期間 令和４年７月～令和５年３月
〔参考〕令和４年度の報告対象期間 令和４年７月

令和５年度の報告対象期間 令和４年７月～令和５年３月
令和６年度の報告対象期間 令和５年４月～令和６年４月
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